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 要  旨 
電子機器や電子システムのエミッションやイミュニティ測定の代表的な方法と
して電波暗室でアンテナを用いる方法，TEM 導波路や反射箱内部の内部に EUT(被
測定物)を配置する方法がある 
我々の研究室では，電波暗室で回転電磁界を用いるイミュニティ/感受性の試験
方法を提案してきた．これで用いる回転電磁界とは，二次元平面上で偏波が低速
回転(例えば 1 秒程度)するものである．この方式は,ターンテーブルに置いたＥＵ
Ｔのイミュニティ/感受性の特性を 3 次元のマップとして表現する手法であり，測
定時間が短いこと，特性が可視化して表現できるので現象やメカニズムを直感的
に理解できるなどの利点がある．しかしながら測定環境が電波暗室と限られ，そ
のためには広大な敷地や設備が必要がとなり，誰しもが測定できる環境ではなか
った． 
そこで我々の研究室では新たに TEM 導波路法を応用した 4 セプタム TEM セルを
用い，回転電磁界を発生させ，イミュニティ/感受性を測定する方法を提案してい
る．この方法を使用すると，電波暗室に比べ小空間で測定ができ利点がある．セ
ル内に回転電磁界を発生させるためには，相対するセプタムを同振幅，逆位相で，
かつ各組の位相が 90 度異なるようにセプタムを励振すると，等価的に直交する 2
組の平衡モードの電磁界を作り出し,その結果としてある方向の電磁界を作るこ
とができる．セプタムに印加する電圧波形は両側波帯抑圧搬送波である． 
4 セプタム TEM セルを用いイミュニティ/感受性を測定するには，セル内に感受
性を知りたい EUT を配置する．このとき EUT に印加する電磁界は TEM モードの電
磁界である． 
本研究では 4 セプタム TEM セルを利用し感受性特性を測定し，その測定結果の
妥当性を検証するために，簡単な伝送線路に外来電磁界が印加した場合の感受性
特性を変形電信方程式を使用し理論的に導いた結果と，4 セプタム TEM セル内部
に回転電磁界を発生させ測定した結果を比較検討している．また，4 セプタム TEM
セルで測定した感受性特性の感受レベルを検討するために，セル内の電磁界分布
を知る必要がある．4 セプタム TEM セルは通常の TEM セルとは異なり，グラウン
ドに囲まれた空間内に 4 本の伝送線路(セプタム)がある構造あり，さらにセプタ
ムに励振する電磁界は特殊である．そこで電気影像法を用い近似的に電磁界分布
を解析的に導くことを試みた． 
 
